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　　　　　　まごころ同志会として、川副先生のご支援のもと、三度目の岩手へのボラン
テ　　　　　ティアにいって参りました。
　今回はあいにくの雨模様が続き、一日目は今まで活動してきた場所の視察を陸前高田市
担当の副隊長安富さん引率のもと致しました。
　安富さんのお話では、被災者の方々はテレビで「復興が進んでいます！」などのニュース
が流される度、『まだ復旧もしていないのに復興なんて…』とボランティアの減少に不安を
感じているそうです。安富さんも『感動秘話なんてまだまだ早い！そんな暇があるならボラ
ンティア奨励して欲しい』と仰っておられました。
　二日目は、同じく陸前高田上長部(かみおさべ)地区の瓦礫の除去をお手伝いさせて頂き
ました上長部は海の側ながら、山に囲まれた場所で手前に魚の冷凍加工工場があり、約
800トンのサンマやイクラの冷凍庫が津波により倒壊し恐ろしい勢いで流れ込み、67世帯
あった家も飲み込み、山肌3～7メートルの高さまで瓦礫と魚介類で埋め尽くし、そしても
のすごい威力の引き潮が全てを粉砕し本当に全てを奪い去ったのです。（44世帯が半壊か
全壊で残っているのは23世帯だそうです。犠牲者数は8人で1人が行方不明です。集落全体
の人口は約230人です。）
　山に囲まれた上長部の皆さんは、津波がこんなところまで来るとは思われていなかった
ため、余震には気を使いながらも手を休めること無く仕事をされていたそうです。上長部
に限らず、犠牲者の多くは第二波でさらわれたと聞きます。一波もすごかったのですが、一
波の後の二波までの間に、自宅に帰ったり、人を探しに行ったりとしている間に被害にあっ
たそうです。
　私達がお世話になっているまごころネットでは、この上長部地区に4月19日からいわゆる
「さんま隊」がスタート。5月6日まで続きました。当時、悪臭は酷くなる一方で、気温が上
がり始めた5月上旬にはすさまじい臭いと、大量発生していたハエとウジと奮闘。吐きなが
らの作業だったそうです。
　ゴールデンウィークには1日300人を超えるボランティアを投入した時期もあったそうです。
　ここから先は場所と要望によって違ってきます。最初はボランティアによる、瓦礫の周り
の腐った魚の除去。重機による大型の瓦礫、ゴミの撤去。その下や周りから出てくる、魚、
ゴミをボランティアの手で片づけ。集めたゴミが多いところは、また重機で持って行っても
らう。持って行ってもらった後の細かいゴミを手で片付け(ボランティア)。表面がきれいに
なるまでこれを繰り返すので、回数は決まっていません。畑や田んぼを復活させるのには、
この一見きれいになった表面を、重機で掘り返します。そして中から出てくる瓦礫、ゴミ、
魚をボランティアの手で片づけ。また重機→またボランティア→・・・の工程を瓦礫やゴミが
出て来なくなるまで繰り返します。ここでも回数は決まってませんが、多いところは4回続
けたそうです。
　ここから先は畑作りの工程へ。塩分を抜くために水を入れたり抜いたり繰り返したり、
塩分抜きをしないでそのまま使ったり。持ち主の方々と話し合いをしながら、また何を作る
のかによって変わります。まだ作物が出来るかどうかの実験段階なので、「これをすれば大
丈夫」とかはないんです。畑にするならばそのあと土を耕し、ひまわりの種を撒いていきま
す。
　この気の遠くなるような作業を毎日続け、８月の時点で、最終到達点からやっと二百坪
位のひまわり畑が広がり始めました。

　今被災地では、援助が激減しています。
　ボランティアも本格的な冬到来の前に、活動終了される方が増えています。
　仮設や、何とか生活出来るように半壊のご自宅を片付けられたりして、生活は落ち着き出して
はいます。働き口を新たに見つけ、希望を見いだされた方も、中にはいらっしゃいます。しかし、ま
だまだ光の見えない生活をされている方もたくさんいらっしゃいます。自立に向け、今一歩の後押
しで抜け出せる、まだまだ目を話せない、いろいろな方と接して来ました。
　今後は遠隔支援が一段と必要になります。地元被災地の方々も巻き込み、本当の自立に向け
幅広い応援を心掛けます。お世話になっている、まごころネット、プロジェクトネクストと連携し、
本当に必要なものを支援していきます。皆さんのご理解とご協力をお願い致します。

　東日本大震災から９カ月たち、日本国内でも報道が減り、ボランティアの活動も減少傾向にあ
ります。私は5月と10月に岩手県の陸前高田や大槌町へボランティアへ行きましたが、行けばいく
ほど、また行かなければと言う気分になります。
　我々が被災地へ行く時は「新撰組まごころ同志会」と言う団体名で参加しました。
　行く都度にボランティアセンターへ高圧洗浄機や大型の水タンク、瓦礫処理に必要な道具をま
とめて寄付しました。
　5月に牧尾さん等とも一緒にボランティアへ参加した関口雅代さんは、毎月「新撰組まごころ同
志会」として6回行っています。関口さんの努力があり、現地ボランティアセンターのリーダーク
ラスの人たちとも意見交換などで親交が深まり、新撰組の貢献は結構有名になっています。
　いま、社会貢献を掲げる同志会が日本の危機に際し、東日本震災援助ボランティア団体を支援
することは大切な活動の一つです。今後とも今まで通り「新撰組まごころ同志会」を活動窓口と
して、口座を設け募金を募り、そこから同志会の意志が伝わるボランティア団体への支援活動を
することも一つの考えだと思います。皆様のご支援何卒お願い申し上げます。
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どうやら局長講演が各地で大反響のようです

関口雅代の東日本大震災復興支援レポート東日本大震災復興支援レポート

この記事の作成にあたり、遠野ま
ごころネットに私と同じ一般参
加され長期滞在活動されておら
れる、副隊長の安富隆大さん末
田祐介さんと、友人の森井令奈さ
んにに多大なご協力を頂きまし
た。副隊長のお二人はいまだ現
地で活動を続けられています。

関口雅代

代表 川副嘉久

新撰組 東日本大震災復興募金
ゆうちょ銀行
店名：〇一八（ゼロイチハチ）
店番：018
預金種目：普通預金
口座番号：9383805
口座名義：セキグチマサヨ

高圧洗浄機購入しました！ すきまの汚れも簡単に落とせます。高圧洗浄機購入しました！ すきまの汚れも簡単に落とせます。 まごころネットの新聞記事まごころネットの新聞記事

　そんな私達ボランティアに、作業に使う機材や泥を払うための洗い場を、小川に板を通
し作ってくださったご家族がいらっしゃいます。津波でご家族を亡くされましたが、ここに
住み続けるため頑張っていらっしゃいます。そして私達ボランティアがバスでセンターに戻
るとき、毎日深々と頭を下げて見送ってくれるのです。
　私はその姿が忘れられません。同じ境遇の方々が沢山居られます。仮設住宅に移り、国
の援助が断ち切られた今、孤立した被災者の方々の心のケアは最重要です。行き場の無い
辛く悲しい思いを私も共有できるのか？心の隙間に温かいものを吹き込む度量などあり
ませんが最重要であることは間違いない事実です。
　しかし、大変残念な事に今、人員不足のせいでふれあい隊（仮設住宅で被災地の方一人
一人の話を聞く）やおもいで隊（思い出の品の洗浄や修復）は休止中です。
　風化を食い止め、力仕事以外の活動が再開できるよう。奨励していきたいです。
　半年経っても手つかずの地域も沢山あります。そのすべての場所で同じような作業が必
要です。まだまだこれからです。
　現在のボランティア数は一日１５０人くらいです。ゴールデンウィークは５００人ほどでし
た。。。人員を確保するためにも、手作業をいかに効率良く進め、復旧を早めることも必要
です。季候が暖かいうちに広範囲を浄化するために、大槌地区担当の隊長三好さん(私と
同じ一般のボランティアの方ですが教師を定年退職された後で月の約３分の１をまごころ
ネットで活動しておられる)に掛け合って高圧洗浄機を寄贈することで効率が上がらないか
相談したところ、その夜の隊長会議で議題に登り、是非にとのことでしたので、その日のう
ちに大槌地区担当の末田さん引率で、遠野にあるホームセンターで給油式の高圧洗浄機と
水を運ぶためのタンク、土に埋まったガラスを選別する金ふるいを寄贈させていただきま
した。その一連の行程で全ての方々が興奮し喜んでくれた事は私の宝物になりました。私
一人にできることの限界が、同志会のご支 援によ り何人力にもなったこと感謝しておりま
す。
　今後も定期的に被災地に赴き、私が自力で出来ること、ご支援いただければ改善される
ことをレポートしていきたいと思います。
ありがとうございました。
（是非一度ご自分の目で感じてください。）
東京
関口雅代

132 S. Central Ave,  Los Angeles, CA 90012
Phone:(213) 687-7108　Fax:(213) 687-8572

9月
8日

オー
プン
! 新撰組博多ラーメンレストラン
リトルトーキョー店

９月８日、ついにリトルトーキョ
ー店がオープンいたしました。
皆様には沢山のお花をいただき、
誠にありがとうございました。

11月4日 社会福祉法人 愛生会での講演

11月7日 徳之島天城中学校教育講演会 11月8日鹿児島県生活指導研究協議会研究大会11月8日鹿児島工業高校ＯＢ講演会

山川 学 山川義塾塾長も参加！

鹿児島県生活指導研究協議会の事務局担当

武岡台高校 峯苫先生の感想文
みねとま

　先日の研究大会に遠路はるばるお越しいただき、そして
また素晴らしい講演をしていただきまして誠にありがとう
ございました。
　重田さんの講演を聞いて、親として教師としてもっともっ
と一生懸命頑張っていかないといけないと心を新たに致し
ました。重田さんのお父様お母様の話、自分より人のために
頑張り尽くすこと。私も子供が３人おりますが自分が死ぬ時
に子供に「どこに行っても温かいお茶を出してもらえる」と
いうようなお金ではない人としての本当の財産のようなも
のを子供に残せるのか自分を振り返ることでした。また親
として今後の指針となったお話でした。
　重田さんのアメリカでの話『目標を有言実行すること』
『楽な道と大変な道なら大変な道を選ぶ』今の時代目標な
どなくとも普通に暮らせていけますが、自分を高めるため
の努力、これを絶対に惜しんではいけないと思いました。
　従業員教育の姿勢についても、自分の教師としての姿勢
と照らし合わせて、反省することしきりでした。諦めず粘り
強くこれからも生徒を一人の人間として育てられるよう努
力せんといかんと考えました。
　この研究大会終了後数多くに問い合わせがありました。
「次の講演はいつどこで？」「本校の職員にも是非聞かせた
い」等本当に好評でした。本当にありがとうございました。

徳之島観光大使就任!!

天城中学校 3年A組 重村 千恵
講演を聴いての感想

　今回はお忙しい中、天城中学校に来てくださりありがと
うございました。
　重田さんのお話を聞いてとても感動しました。夢はあき
らめなければ必ず叶うと言う言葉を聞いて、自分の夢をあ
きらめないようにしようと思いました。
　私は今、建築士の仕事に興味をもっています。
でも、建築士になるのは難しいよと言われ、あきらめようか
なと考えていました。
　でも、重田さんの話を聞いて、何もがんばっていないのに
あきらめようとした自分が恥ずかしくなりました。
　私も反省はしても後悔しないように自分の夢に向かって、
もっともっとがんばろうと思いました。
　私の家族は新撰組が大好きです。
　だから、世界中の人たちに新撰組の料理を食べてもらえ
るようがんばってくだい。私も夢をあきらめずにがんばりま
す。本当にありがとうございました。

鹿児島工業高校 （S）系３年 有馬 圭亮
OB講演会の感想

　先日は私達の為に貴重な時間を割いて、鹿児島工業高等
学校での講演をしていただき、ありがとうございました。
　重田さんの話を聞いて、今、学んでいることが将来働く上
役に立つとは限らないが、その時その時を一生懸命頑張れ
ば、いつか思いがけない所でそれを使うかもしれないとい
う話を聞いて、どんな事でもとにかく一生懸命頑張ること
が大切だと思いました。
　また、誰も挑戦していないことや成し遂げるのは到底困
難なことにどんどん挑戦していく姿勢にとても胸を打た
れ、私も重田さんのような何事にも挑戦していく姿勢を見
習いたいと思いました。
　今回の講演は私達がまだ見ぬ将来をどうしていくのか、
どうすれば良い人生を歩むことができるかを考えさせられ
るもので、とても勉強になりました。
　今は、今、学べることを一生懸命に学び、頑張ろうと思い
ます。

約四時間で集めたものです！
まだまだ出てきます。匂いひどいです。
約四時間で集めたものです！
まだまだ出てきます。匂いひどいです。

前号でご紹介いたしました社団法人奄美大島青年

会議所の福永健さんの読み仮名を間違えて掲載し

てしまいました。正しくは『たけし』です。

訂正してお詫び申し上げます。

新平社長をはじめ、スタッフの皆様
ありがとうございました。
新平社長をはじめ、スタッフの皆様
ありがとうございました。

天城町役場の皆様､各先生方､生徒の皆様ありがとうございました。

■お願い : ご支援頂いた方は、お手数ですが下記アドレスに『新撰組 東日本大震災
復興募金入金』というタイトルにてメールの送信をお願い致します。
こちらから入金確認のご連絡を致します。
新撰組 東日本大震災復興募金入金　doshikai_tohoku@yahoo.co.jp
※お名前（必須）、募金された方のご名義（必須）、お所（簡単でも結構です）、
　現場ボランティアに向けたメッセージ等、入力の上送信をお願い致します。
※ご連絡に一週間程のご猶予をいただく場合もございます。 


